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イ
セ
エ
ビ
漁
の
解
禁
日

が
沖
縄
県
は
８
月
か
ら

で
鹿
児
島
県
は
８
月
21
日
。
お

盆
に
間
に
合
う
よ
う
に
解
禁
日

を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

高
城
農
林
水
産
課
長

禁
漁
期
間
は
、
イ
セ
エ

ビ
を
は
じ
め
水
産
資
源
の
保

護
・
繁
殖
の
た
め
に
法
令
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
に

お
い
て
は
、
漁
業
調
整
規
則
・

県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に

よ
っ
て
採
捕
禁
止
期
間
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
期
間

の
変
更
は
、
無
理
か
と
思
わ
れ

る
。

コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
で
タ
イ
ヤ

シ
ョ
ベ
ル
・
ユ
ン
ボ
の
重
機
購

入
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
関
連
物

品
の
購
入
等
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

高
岡
町
長

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

は
、
当
初
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

対
策
を
重
点
に
置
い
た
意
味
合

い
が
強
か
っ
た
。
今
回
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
、
今
後
臨
時
交

付
金
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ

う
様
々
な
分
野
か
ら
の
意
見
を

聴
取
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

予
算
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

学
校
の
基
本
設
計
予
算

は
先
の
議
会
で
通
過
し

た
が
、
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

尚
学
校
教
育
課
長

今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
年
度
６
月
基

本
設
計
入
札
・
９
月
耐
力
度
調

査
予
算
、
来
年
度
当
初
４
月
に

実
施
設
計
、
12
月
工
事
着
工
予

定
。

そ
の
他
の
質
問

○
固
定
資
産
に
つ
い
て

○
精
算
金
事
務
の
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
各
学
校

の
衛
生
管
理
と
財
政
支
援
は
。

福
教
育
長

学
校
保
健
安
全
法
な
ど

関
係
法
令
か
ら
学
校
に
お
い
て

「
安
全
安
心
な
教
育
環
境
」
の

実
現
に
は
、
恒
久
的
な
衛
生
管

理
と
充
実
し
た
財
政
支
援
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
町
教
委
の
責

務
で
も
あ
る
。
今
回
の
予
算
は

学
校
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策

の
恒
久
的
な
取
組
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付

金
の
事
業
日
程
と
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算
は
臨

機
応
変
な
対
応
が
で
き
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
、
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い

る
の
か
。

政
田
総
務
課
長

コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付

金
の
県
へ
の
事
業
申
請
は
一

次
が
４
月
16
日
、
二
次
が
７

月
９
日
。
感
染
拡
大
に
お
け

る
緊
急
的
な
支
援
を
最
優
先

に
考
慮
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
経
済
活
動
の
活

性
化
、
商
工
農
業
の
基
盤
強

化
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

９月定例会には、８人の議員が登壇し、
コロナ対策及び予算関係、世界自然遺産
及び観光振興、農業振興、子育て支援、
学校振興、北部振興など町政全般にわた
り執行部の考えをただしました。質問と
答弁の要旨は次のとおりです。

問 コ
ロ
ナ
関
連
等
の

物
品
購
入
を

答 意
見
を
聴
取
し
て

来
年
度
12
月

工
事
着
工
予
定

答 問 東
天
城
中
学
校
の
建

て
替
え
計
画
は

解
禁
日
を
早
め
ら
れ
な
い
か

広
田
　
勉
　
議
員

問資
源
保
護
の
た
め
に

設
定

答

禁漁期間

学
校
内
の
衛
生
を

是
枝
　
孝
太
郎
　
議
員

問安
全
安
心
な
学
校
の

衛
生
環
境

答

問 コ
ロ
ナ
交
付
金
を

確
実
に

経
済
活
動
の
活
性
化

を
図
る

答

学校の和式トイレ
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島
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
の

急
激
な
拡
大
に
お
い
て
高
度
な

医
療
体
制
と
増
床
が
必
要
で
あ

る
。
確
実
に
構
築
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
見
解
は
。

高
岡
町
長

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
を
受
け
て
、
町
と
し
て
徳

洲
会
病
院
の
建
て
替
え
の
計
画

は
支
援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
感
染
拡
大
に
よ
り
徳

之
島
の
医
療
体
制
は
脆
弱
な
う

え
に
崩
壊
に
近
い
状
態
だ
っ

た
。
島
外
搬
送
も
思
う
よ
う
に

い
か
ず
自
宅
待
機
者
が
多
く
、

家
庭
内
感
染
が
発
生
し
た
状
況

だ
っ
た
。
今
回
の
徳
洲
会
病
院

の
島
内
完
結
を
目
指
し
た
高
度

医
療
を
含
む
医
療
体
制
は
離
島

と
し
て
必
須
の
体
制
で
あ
る
。

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
も
含
ま
れ
て
お

り
、
各
離
島
の
医
療
状
況
を
考

慮
す
る
病
床
は
必
要
不
可
欠
。

徳
之
島
に
お
い
て
は
、
増
床
が

必
要
だ
と
思
う
。

海
の
玄
関
口
の
記
念
植

樹
帯
に
あ
ず
ま
や
の
設

置
や
、
堤
防
に
壁
画
な
ど
を
描

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
以

前
何
度
か
質
問
し
て
い
る
が
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

村
上
企
画
課
長

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

見
な
が
ら
、
管
理
団
体
と
協
議

の
上
周
辺
整
備
を
進
め
、
観
光

客
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
利

用
す
る
住
民
が
楽
し
め
る
景
観

の
形
成
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
壁
画
に
つ
い
て
も
徳

之
島
に
相
応
し
い
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

生
理
の
貧
困
の
要
因
は

金
銭
的
な
事
情
や
、
親

の
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
り
買
っ
て

も
ら
え
な
い
な
ど
様
々
。
生
理

用
品
の
入
手
が
困
難
な
子
ど
も

達
の
た
め
に
、
学
校
や
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常

備
で
き
な
い
か
。

尚
学
校
教
育
課
長

現
在
、
学
校
で
は
保
健

室
で
生
理
用
品
を
準
備

し
提
供
し
て
い
る
。
今
後
、
図

書
室
や
用
務
員
室
、
女
子
ト
イ

レ
な
ど
へ
の
配
置
等
、
学
校
側

と
連
携
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

茂
岡
社
会
教
育
課
長

本
町
の
公
共
施
設
へ
の

設
置
等
に
つ
い
て
は
、
問
題
点

と
し
て
以
前
よ
り
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
紛
失
等
も
あ

り
、
ま
た
、
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
状
況
や
衛
生
上
の
問

題
、
予
算
等
も
含
め
、
実
際
に

生
活
困
窮
者
の
方
々
へ
確
実
に

行
き
渡
る
よ
う
な
方
法
を
関
係

各
課
と
協
議
し
、検
討
し
た
い
。

定
期
接
種
対
象
者
へ
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

関
し
て
厚
労
省
が
個
別
通
知
で

確
実
に
知
ら
せ
る
よ
う
依
頼
し

て
い
る
。
対
象
者
や
保
護
者
へ

の
正
確
な
情
報
を
伝
え
、
接
種

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
だ
が
、
周
知
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

安
田
健
康
増
進
課
長

広
報
紙
や
町
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ
掲
載
し
周
知
し
て
い

る
。
今
年
度
は
対
象
年
齢
へ
の

個
別
通
知
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
含
む

徹
底
し
た
水
際
対
策
が

今
後
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
今
回
、
爆
発
的
な
感
染
者

の
急
増
で
自
宅
待
機
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
方
が
多
く
、
自
宅
療

養
者
の
た
め
の
宿
泊
療
養
施
設

の
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え

る
が
。安

田
健
康
増
進
課
長

宿
泊
療
養
施
設
の
開
設

は
、
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
室
の
宿
泊
療
養

班
が
担
当
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
早
く
開
設
す
る
よ
う
に
、

要
望
し
て
い
く
。

台
風
時
期
を
迎
え
、
定

期
船
や
貨
物
船
の
欠
航

や
抜
港
が
危
惧
さ
れ
る
。
農
産

物
の
出
荷
等
、
今
後
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
当
局
の
見
解
は
。

高
城
農
林
水
産
課
長

本
年
コ
ロ
ナ
禍
で
の
販

売
力
の
低
下
や
台
風
接
近
時
の

海
上
輸
送
停
止
緊
急
対
応
策
と

し
て
、
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
等
で
の

品
質
維
持
施
設
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
長
期
海
上
輸

送
停
止
状
態
も
見
据
え
、
加
工

品
対
応
や
新
た
な
品
質
維
持
技

術
の
導
入
も
検
討
し
た
い
。

答 完
結
す
る
医
療
体
制
を

問 高
度
医
療
と
増
床

を
望
む

進
捗
状
況
は

宮
之
原
　
順
子
　
議
員

問答 今
後
整
備
を
検
討

問 生
理
用
品
の
常
備

学
校
側
と
連
携
し
な

が
ら
考
え
て
い
く

答

答 方
法
を
協
議
し
検
討

問 子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
周
知

答 個
別
通
知
を
予
定

殺風景な海の玄関口

徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を

竹
山
　
成
浩
　
議
員

問早
く
開
設
す
る
よ
う

県
に
要
望
す
る

答

問 欠
航
対
策
を

答 現
在
施
設
を
整
備
中

宿泊療養施設として
利用されたホテル別館 .



– 10 –

議会だより とくのしま 令和３年 11月発行

例
年
10
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る
町
民
体
育
祭
だ
が
、

熱
中
症
対
策
や
台
風
襲
来
等
を

考
慮
し
て
11
月
に
先
送
り
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
小
中
学
校

の
運
動
会
等
も
含
め
て
検
討
を
。

茂
岡
社
会
教
育
課
長

開
催
日
変
更
と
な
る
と

様
々
な
意
見
等
も
予
想
さ
れ

る
。
以
前
も
議
論
さ
れ
て
い
た

が
、
日
程
行
事
等
の
調
整
や
農

繁
期
の
問
題
も
あ
り
、
で
き
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
関
係

機
関
と
連
携
を
と
り
協
議
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

福
教
育
長

全
国
公
立
学
校
の
運
動
会

の
実
施
期
日
は
春
期
と
秋
期
が
約

半
々
の
状
況
。
本
町
で
は
地
域
と

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
特
色
の
あ

る
運
動
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
期
日
の
変
更
等
の

必
要
が
あ
れ
ば
、
学
校
と
地
域
の

関
係
者
が
十
分
に
協
議
す
る
な
ど

総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
を

機
に
、
琉
球
弧
と
呼
ば

れ
る
島
々
の
交
流
を
活
性
化
さ

せ
、
奄
美
諸
島
、
沖
縄
諸
島
で

の
地
域
内
経
済
の
還
流
や
、
相

互
の
発
展
を
図
る
対
策
を
取
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見

解
は
。村

上
企
画
課
長

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
交

流
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
を
機
に
県
域
を

越
え
た
人
と
人
の
交
流
を
活
性

化
、
あ
わ
せ
て
文
化
・
経
済
の

交
流
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
、

両
地
域
の
発
展
・
振
興
に
努
め

て
い
き
た
い
。

高
岡
町
長

世
界
自
然
遺
産
が
７
月

26
日
に
決
定
と
な
り
何
ら
か
の

記
念
日
と
す
る
こ
と
は
検
討
し

た
い
。
そ
の
際
に
、
沖
永
良
部

島
、
与
論
島
、
喜
界
島
な
ど
、

遺
産
地
域
で
は
な
い
地
域
も
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
思
う
。
奄
美
群
島
と
沖
縄
島

全
島
民
が
参
加
で
き
る
環
境
を

作
る
べ
き
と
考
え
る
。

現
在
、
奄
美
、
沖
縄
地

域
に
お
い
て
は
ど
の
様

な
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
は
そ
の
よ
う

な
事
業
の
拡
充
を
、
国
・
県
に

要
望
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

村
上
企
画
課
長

沖
縄
県
と
鹿
児
島
県
で

航
空
航
路
運
賃
の
支
援
を
行
い

運
賃
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
遺
産
登
録
と
な
っ
た
４
つ
の

地
域
の
子
ど
も
達
が
集
う
サ

ミ
ッ
ト
の
計
画
、
奄
美
地
域
と

や
ん
ば
る
地
域
に
お
い
て
経

済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

高
岡
町
長

奄
美
群
島
と
沖
縄
島
の

交
流
は
、
今
後
非
常
に
重
要
。

特
に
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島

は
沖
縄
に
近
く
交
流
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。
世
界
自
然
遺

産
登
録
を
機
に
、
航
空
・
航
路

問
題
も
含
め
て
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
罹
患
自
宅
待
機

者
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
も
変

異
株
の
蔓
延
な
ど
に
よ
る
感
染

急
拡
大
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

自
宅
待
機
者
へ
の
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
等
の
貸
与
や
買
い

出
し
等
、
日
常
生
活
介
助
も
必

要
と
考
え
る
が
対
策
は
出
来
な

い
か
。安

田
健
康
増
進
課
長

自
宅
待
機
者
へ
は
、
保

健
所
が
１
日
２
回
電
話
で
体

温
、
健
康
観
察
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
の
数
値
等
の
聞
き

取
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
で
は
、
買
い
物
支
援
等
に
つ

い
て
、
対
応
し
て
い
く
。

琉
球
圏
の
交
流
活
性
化
を

植
木
　
厚
吉
　
議
員

問

問 町
民
体
育
祭
を
11
月
に

答 関
係
機
関
と
協
議

答 総
合
的
な
判
断
が
必
要

現在、新型コロナウイルス拡大防止のため議場での傍聴についてはご遠慮いただいているとこ
ろです。12 月議会においては状況をみながら判断いたします。詳しくは議会事務局までお問い
合わせください。

議会傍聴について

発
展
・
振
興
に
努

め
る

答

奄
美
と
沖
縄
の
交

流
を

答問 奄
振
、
沖
振
の
連
携

し
た
事
業
の
拡
充
を

あ
ら
ゆ
る
面
で
の

交
流

答航
空
・
航
路
対
策

が
重
要

答

問 自
宅
待
機
者
対

策
を

買
い
物
支
援
等
に

対
応
す
る

答

交流促進事業での運賃低減
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花
徳
営
農
ハ
ウ
ス
の
機

能
は
新
し
い
農
業
へ
の

後
継
者
育
成
に
大
き
な
使
命
が

あ
る
。課
題
と
今
後
の
計
画
は
。

高
城
農
林
水
産
課
長

営
農
研
修
施
設
は
農
業

後
継
者
が
就
農
す
る
た
め
栽
培

技
術
等
習
得
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
た
が
、
研
修
修
了
後
の
支

援
体
制
が
、
ま
だ
不
十
分
と

な
っ
て
い
る
。
修
了
生
へ
は
今

後
も
、
営
農
相
談
や
各
整
備
事

業
等
の
導
入
支
援
で
営
農
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
６
億
７
千
万
。

ま
ん
延
防
止
と
経
済
支
援
策
の

主
な
施
策
は
。

高
岡
町
長

コ
ロ
ナ
感
染
者
拡
大
に

よ
り
、
多
く
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
に
対
し
て
、
予
算

の
組
み
替
え
を
行
い
対
処
し
て

い
く
。
臨
時
会
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
補
正
予
算
は
、
そ
の
時
期
は

感
染
者
が
出
て
お
ら
ず
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
に
主
な
予
算

配
分
を
し
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
回
の
感
染
状
況
を
受

け
て
、
影
響
の
大
き
な
事
業
者

に
対
し
て
し
っ
か
り
と
調
査
し

支
援
し
て
い
く
。

７
月
26
日
に
念
願
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
が
決

定
し
た
。
拠
点
施
設
、
遺
産
セ

ン
タ
ー
及
び
関
連
施
設
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

村
上
企
画
課
長

環
境
省
が
設
置
を
進
め

て
い
る
世
界
自
然
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ

り
設
計
、
来
年
度
以
降
着
工
の

予
定
。
運
営
体
制
や
人
材
育
成

等
に
つ
い
て
も
今
後
県
や
三
町

を
交
え
な
が
ら
協
議
を
進
め
て

い
く
。芝

花
徳
支
所
長

世
界
自
然
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
し
て
設
置
す
る

観
光
拠
点
施
設
等
は
、
今
年

度
は
基
本
計
画
・
用
地
取
得
、

来
年
度
は
設
計
や
造
成
、
令

和
５
年
度
に
施
設
整
備
・
完

成
を
目
指
す
。

み
の
り
館
は
、
令
和
元

年
ま
で
に
２
億
２
千
万

以
上
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
。

今
後
少
し
で
も
赤
字
を
減
ら
す

た
め
に
民
間
委
託
を
考
え
る
時

期
だ
と
思
う
が
。

高
岡
町
長

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
交
流
人
口
も
少
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
い
た
時
点
で
交
流
人
口
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
、
遺
産
セ
ン
タ
ー

も
花
徳
地
区
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
、
隣
接
し
て

物
産
館
（
仮
称
）
も
建
設
予
定
。

み
の
り
館
と
の
連
携
を
図
り
、

そ
の
う
え
で
検
討
し
た
い
と

思
う
。子

ど
も
医
療
費
を
無
料

に
し
て
い
な
い
の
は
県

下
で
徳
之
島
町
だ
け
。
町
長

は
無
料
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
保
険
税
が
上
が
る
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
県
下
で
無
料

に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
保
険

税
が
上
が
っ
た
市
町
村
は
あ

る
の
か
。

安
田
健
康
増
進
課
長

子
ど
も
医
療
費
を
無
料

に
し
た
こ
と
で
、
保
険
税
を

上
げ
た
市
町
村
は
無
い
と
思

わ
れ
る
が
、
高
齢
化
や
高
度

医
療
の
進
歩
等
で
医
療
費
全

体
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
様
々

な
要
因
で
上
が
っ
た
と
思
わ

れ
る
。国

か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策

予
算
は
最
悪
の
状
況
を

想
定
し
て
組
む
べ
き
だ
と
思

う
。
町
民
全
体
が
平
等
に
恩

恵
を
受
け
る
支
援
は
で
き
な

い
か
。清

瀬
地
域
営
業
課
長

支
援
金
を
は
じ
め
と
す

る
、
さ
さ
え
愛
チ
ケ
ッ
ト
や

ま
ぶ
ー
る
飲
食
券
セ
カ
ン
ド

事
業
で
事
業
者
や
そ
の
他
の

町
民
へ
の
支
援
策
を
講
じ
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て

○
公
用
車
の
管
理
状
況
に
つ
い

　

て

課
題
と
今
後
の
計
画
は

福
岡
　
兵
八
郎
　
議
員

問営
農
サ
ポ
ー
ト
を

実
施

答

民
間
委
託
を勇

元
　
勝
雄
　
議
員

問

問 コ
ロ
ナ
対
策

花徳営農ハウス

影
響
の
あ
る
事
業
者

へ
支
援

答

問 北
部
振
興

来
年
度
以
降
着
工

予
定

答答 令
和
５
年
度
に

民
間
委
託
は
時
期

尚
早

答

問 子
ど
も
医
療
費
を

無
料
に

答 様
々
な
要
因
が
あ
る

問 平
等
に
恩
恵
を

答 支
援
策
の
充
実

みのり館
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我
が
町
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
予
算
を
活

用
す
る
中
、
行
政
が
主
催
す
る

会
議
等
の
町
民
参
加
率
向
上
の

た
め
、
ウ
ェ
ブ
会
議
等
の
環
境

を
整
備
で
き
な
い
か
。

高
岡
町
長

ウ
ェ
ブ
会
議
に
つ
い
て

は
、
会
場
で
行
う
の
か
そ
れ
と

も
自
宅
で
行
う
も
の
か
に
よ
っ

て
も
対
策
が
違
う
と
思
う
。
現

在
、
年
度
内
に
は
、
町
内
の
希

望
者
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｉ-
Ｆ

ｉ
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。
需
要

も
増
え
る
と
思
う
の
で
、
環
境

を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

ウ
ェ
ブ
会
議
等
の

　
　
　
環
境
を
整
備

松
田
　
太
志
　
議
員

問

ウ
ェ
ブ
会
議
の
環
境

は
必
要

答
議会に対する質問や意見、または
議会だよりに対する意見や希望がご
ざいましたら、議会事務局までご連
絡ください。【徳之島町議会事務局】
☎ 0997―82―1111（内線 331）

定例会の様子をインターネットでご覧いただけます。
徳之島町公式ウェブサイト「議会中継（https://www.tokunoshima-town.org/gikaijimukyoku/

chose/gikai/chuke.html）」にアクセスしてご覧ください。
（※インターネット回線の状況により繋がりにくい場合があります。）

議会活 動スナップ

コロナ禍のため、現地視察を議場での説明に切り替えて実施

十分なコロナ対策を行い議会を開催

リモートでホストタウンと交流する小学生
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令和３年第３回定例会（９月７日～ 16日）議案・審議・議決結果①

議
案
番
号

件　名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

植
木　

厚
吉

竹
山　

成
浩

松
田　

太
志

富
田　

良
一

宮
之
原
順
子

勇
元　

勝
雄

徳
田　
　

進

行
沢　

弘
栄

是
枝
孝
太
郎

広
田　
　

勉

木
原　

良
治

福
岡
兵
八
郎

大
沢　

章
宏

住
田　

克
幸

池
山　

富
良

第 76 徳之島町６次産業化推進支援施設
設置条例の制定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 77 徳之島町公の施設における指定管理者の指定
の手続等に関する条例の一部を改正する条例 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 78 過疎地域持続的発展市町村計画の
策定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 79 工事請負変更契約の締結（令和 2 年
度亀津幹線管路築造工事（7 工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 80 物品購入契約の締結（令和 3 年度徳
之島町役場新庁舎備品購入（2 工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 81 物品購入契約の締結（令和３年度徳之
島町役場新庁舎備品購入（６工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 82 物品購入契約の締結（令和３年度徳
之島町役場新庁舎備品購入（7 工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 83 財産の無償譲渡 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 可決

第 84 令和３年度一般会計補正予算（第
４号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 85 令和３年度国民健康保険事業特別
会計補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 86 令和３年度農業集落排水事業特別
会計補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 87 令和３年度介護保険事業特別会計
補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 88 令和３年度公共下水道事業特別会
計補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 89 令和３年度後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 90 令和３年度水道事業会計補正予算
（第２号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

第 91 令和２年度一般会計歳入歳出決算
の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

第 92 令和２年度国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

【表の見方】○：賛成　×：反対　欠：欠席　―：表決権なし
※池山富良議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案に就いては表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

令和３年第３回臨時会（８月 12日）議案・審議・議決結果

議
案
番
号

件　名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

植
木　

厚
吉

竹
山　

成
浩

松
田　

太
志

富
田　

良
一

宮
之
原
順
子

勇
元　

勝
雄

徳
田　
　

進

行
沢　

弘
栄

是
枝
孝
太
郎

広
田　
　

勉

木
原　

良
治

福
岡
兵
八
郎

大
沢　

章
宏

住
田　

克
幸

池
山　

富
良

第 74 専決処分（令和３年度一般会計補正予算
（第２号）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ － 承認

第 75 令和３年度一般会計補正予算（第３号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × 欠 ◯ ◯ ◯ － 承認
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６
月

16
日　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

30
日　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

７
月

２
日　

手
々
海
浜
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃

７
日　

夏
植
推
進
出
発
式

８
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長

会
第
１
回
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
）

９
日　

第
３
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

13
日　

正
副
議
長
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

15
日　

下
久
志
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

21
日　

三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役

員
会
（
伊
仙
町
）

26
日　

世
界
自
然
遺
産
登
録
視
聴
会
（
天

城
町
防
災
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

令
和
４
年
度
公
立
高
等
学
校
生
徒

募
集
定
員
策
定
等
に
係
る
地
区
説

明
会
天
城
町
防
災
セ
ン
タ
ー
）

８
月

12
日　

第
３
回
臨
時
会

９
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
３
回
定
例
会
開
会

16
日　

第
３
回
定
例
会
閉
会

16
日　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

令和３年第３回定例会（９月７日～ 16日）議案・審議・議決結果②

議
案
番
号

件　名

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

植
木　

厚
吉

竹
山　

成
浩

松
田　

太
志

富
田　

良
一

宮
之
原
順
子

勇
元　

勝
雄

徳
田　
　

進

行
沢　

弘
栄

是
枝
孝
太
郎

広
田　
　

勉

木
原　

良
治

福
岡
兵
八
郎

大
沢　

章
宏

住
田　

克
幸

池
山　

富
良

第 93 令和２年度農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

第 94 令和２年度介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

第 95 令和２年度公共下水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

第 96 令和２年度後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

第 97 令和２年度水道事業会計歳入歳出
決算の認定 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 認定

報告３ 令和２年度健全化判断比率 　

報告４ 令和２年度資金不足比率 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

第 98 工事請負契約の締結（令和３年度生活
基盤施設耐震化等交付金事業（２工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 可決

第 99 工事請負契約の締結（令和３年度生活
基盤施設耐震化等交付金事業（３工区）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 可決

第 100 給食配送車購入契約の締結 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 可決

発議４ コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 － 原案

可決

【表の見方】○：賛成　×：反対　欠：欠席　―：表決権なし
※池山富良議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案に就いては表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

編
集
後
記

千
載
一
遇

「
長
い
人
生
、
生
き
て
い
れ
ば

  

チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
巡
っ
て
く
る
」

た
し
か
に
必
死
に
目
標
に
邁
進
し
、
そ
の

実
現
に
日
々
精
進
を
重
ね
た
人
に
は
、
い
つ

か
報
わ
れ
る
日
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
願
っ
て
い
る
ば
か
り
で
努

力
を
怠
る
、
あ
る
い
は
、
些
細
な
理
由
で
努

力
の
先
延
ば
し
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
に

は
、
そ
ん
な
機
会
は
滅
多
に
来
な
い
。

令
和
３
年
７
月
26
日
、
遂
に
「
奄
美
大
島

･

徳
之
島･

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
が

世
界
自
然
遺
産
登
録
と
な
っ
た
。
み
ん
な
の

思
い
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
そ
の
実
現
に
努
力

と
精
進
を
重
ね
た
結
果
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
が
、
肝
心
で
あ
る
。
先
人
達
が

残
し
て
き
た
こ
の
自
然
を
未
来
永
劫
受
け
継

い
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
う
の
は
簡
単
、
実
現
す
る
の
は
至
難
の

業
。
そ
れ
ゆ
え
慎
ま
し
い
の
も
理
解
で
き
る
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
言
い
た
い
。
千
載
一
遇

の
機
会
と
は
、
文
字
通
り
千
年
か
け
て
一
度

あ
る
か
ど
う
か
。
ひ
と
え
に
思
い
の
強
さ
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
。

文
責　

竹
山 

成
浩

議
会
の
動
き


